
要支援

が
必要な児童生徒



（Tiered	Intervention）

学校方針・クラス方
針での取り組み

Some

Few

個別教育支援・専門ス
タフ支援・SSWでの検討

生徒サポートチーム
による個別支援の実行

予防

児童生徒全員
（Ａｌｌ）



（whole	School	Approach）

標的
グループ
(5~10%)

対象グループでの学
業・社会性発達支援

が必要な児童生徒

児童生徒
(80~90%)

個別支援
（1~5％）

学校方針・クラス方
針での取り組み



気がかりな児童生徒

対応(声掛け・関わりが
必要な児童生徒

が必要な児童生徒

予防

児童生徒

要支援

要観察

要配慮



児童生徒

要観察

要配慮

【 】
（週1回： ）

（チーム学校体制）

新学期4月・2学期・3学期
SCによる全児童生徒へ
のカウンセリング

要支援



＜学校＞
子どもの学業と
社会化育成の促進・出席問題

・行動問題
・いじめ
・虐待
・貧困
・抑うつ
・自殺企図
・家庭問題,他

・
・

・



は、

“学校内の専門スタッフ間の を通して、課題を抱
える生徒への初期サポートを提供する”ことにある。

SSTメンバーは、校長、教員、サイコロジスト、ソーシャ
ルワーカー、Attendanceカウンセラー、言語療法士、
理学療法士、作業療法士など。

特別支援教育を要する生徒では、SSTでは「個別教育
計画(IEP)」の作成も含む。



気がかりな児童生徒

要観察

要支援

対応(声掛け・関わりが
必要な児童生徒

予防

児童生徒

要配慮



• 自己肯定感が低い、心が満たされていない、自分の
思いを表出できない、などの子ども達が多い

• 安心して安全に過ごせる居場所や時間が必要
• 見落としがちだった子ども達の気持ちに気付くことが
できる



グループワー
ク

関係機関のネッ
トワーク

コンサルテーショ
ン

ソーシャルアク
ション

個人・家族面
談

＜子どもの抱える状況を改善するために＞



保護率 小学校 中学校 SSW
大牟田市 35.8 20校 8校 2名



子ども達の表面的な表出

○自傷行為

○非行・暴力行為

○不登校・ひきこもり

○過呼吸・パニック

○睡眠障害・摂食障害

○性の逸脱行動

など

もやもやする・・・
どうせ私なんて・・・
消えてしまいたい・・・



「貧困」の問題

13

・子どもの貧困・・・福岡県（4.5人に1人）
・ひとり親の貧困・・・約半数
⇒「経験・知識」「心」「人間関係」などに深刻な影響
貧困とは、金銭的な課題だけを指すものではない

・
⇒背景に精神疾患、知的障害、経験のなさなどが
存在する



環境背景から生じる具体的な課題

食事・栄養
面の課題

気持ちの
言語化が苦
手

考え方や
とらえ方の
歪み

生活リズムが
不規則にな
る

他者への
不信や孤立

衛生面
の課題

コミュニケー
ションスキル
の低下

健康に関する知
識の不足



SSWによる新たな実践の取組（平成29年度～）

人と繋がると
何だか少し
ＨＡＰＰＹだな♪

○子ども達自身が「 」を高め
ることで、環境や状況に左右されず、
自らの生活を維持する力を付ける
〇グループでの交互作用や、活動で
の「できる」経験を通して、自尊感情
を高め、ストレスや環境に適応する
力を付ける
〇人と繋がり、困ったときに発信する
力を付ける



現在の会員数：約200名

2012年度発足





SSW活動
の推進の
ために



・SSW事業発展に関す
る協議
・SSW人材推薦及び派
遣支援

福岡県中学校数：342校（SSW約100校）

福岡県高等学校数：106校（SSW12
校）福岡県特別支援学校数：38校（SSW派遣依頼）




